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家政学原諭・家庭経営・家庭経済・家族関係

女子短大生の家族関係　一父子関係を中心にー（第2報）

桜美林短大　　　○広橋比刀美

上野学園大短大　　遠山千代子

　【目的】第i報では．女子短大生の親子関係、特に父子関係を発達段階での父親の育児・
教育への参加・協力度との関係から探ったが、本報では、同時に行った両親への調査．特
に母親票の分析を中心に行い、母からみた父の参加・協力度．また父･への評価と、女子短

大生の父子関係との関連を探ることを主な目的とする．また．それにより良好な父子関係

と夫婦関係についても考察する．
　【方法】1991年6月中旬～下旬に．東京都内短大２年生193名、埼玉県内短大１年生100名、

計293名とその両親を対象に行い．短大生については自記式質問紙法で、両親については．

学生に質問紙を配布．後日回収し調査．
　【結果】
①父・夫・社会人としての評価について、父自身・母・子の三者の関係をみると．母・子
とも父よりすべてにつき評価が高く、特に社会人としての父の評価が高くなっている．ま
た夫としての評価は母が、社会人としての評価は子が高くなる傾向がみられた．

②母からみた父・夫・社会人としての評価が「よい」とする中の70%は父のことを好きと
し．「悪い」とする中の50～70%は父とはあまり話さないという結果を得た．また．参加
・協力度の実態・評価についても、「よい」とする者は．父子の話し合いが多く．好きの

度合も高くなっている．
　これらより、良好な父子関係は．母親の父親への良好な認識．また、良好な夫婦関係の

上に成立することが確認されたといえる．

2Bp-9 　　　　　家庭管理権における息子同居及び娘同居の特性一大分県の場合一

　　　　　大分大教育　　　根笈美代子

　研究目的：核家族化のM流の中で維持されている同居家欣は、もはや、直糸家族制皮卜’

でのそれと同一でIt なく。ある程度の内容的な変iが予想される｡本研究の目的はi'.r-夫

婦との同U';I"帯と娘処婦との同病附帯における巾金銭、（かi!要なことの決定、;S)-.) ふあい

におHる家の代表、両断帯主の名耗、㈲穀物, 唄）子供の教育、などの家庭管理権を誰か掌

握しているか, また、家'!(、f･守り、f?/守隋などについて収姑お､よびけ娘のどららか＼-.と

して竹理指を叩握し、ti わかり、それらを実践しているのは誰でどの割介で分担している

か|-’いで、印齢。立場、同居m.、居住形態、生活費の負担者などとの関係から、実態を

澗べろことにある｡

　研究方法：平成４年６月～10月、大分県の都市部及び農村部に於いて、なるべく特定の

年代に片寄らないようにili慮し、現在、親及び子夫婦と同居している既婚婦人323 人<息

Ｆ同居262人、娘同居61人）を対象に、地域もなるべく広範囲に広げ、婦人大学、婦人会、

若お会などの集団を中心に質問紙を配布し、留め置き、自記式回答による調'd.を行-,f:..,

　研究結果：依然と長男同居(79. O％）、長女同居（65.5％）か多く、同一家屋に住み分

けて居住する割介はiif-同居（77.1％)の方か娘同居より高く、分離居住の傾向は後嗇の

方が高い、家庭竹理権においては、息什i!居の場合は、息子か父親より多く　.、娘同居の

場合は父親か婿より多く掌槻していろ｡家巾に-Jいて、m姑では、嫁力tけ娘ではほの役割

分担かたでへ小寺り、留守衝では親殴代び･実践か人であった｡
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